
人物の働きに共感！ ～小学校 歴史学習の工夫～

『小学校学習指導要領解説 社会科編』では、小学校の歴史学習について、次のように

解説しています。

また、先人の業績に関する指導について、次のように解説しています。

そこで、今回は、「野口英世の業績」について、年表や地図、文章資料等を活用しながら

共感的に理解させる実践例を紹介します。

小学６年「野口英世の業績」
人物の業績を共感的に理解させるために大切なこととして、

次の二つがあると考えます。

  ・人物の「願い」を理解させること

・人物の「働き」を理解させること

上記の二つを理解させるための授業の大まかな流れについて、資料活用を中心に紹介し

ます。

【柱に刻んだ言葉】
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小学校の歴史学習では，通史的に展開し知識を網羅的に覚えさせるのではなく，

国土に残る遺跡や文化財を調べたり，年表や文章資料などの資料を活用したりして，

人物の願いや働き，文化遺産の意味などを考え，我が国の歴史に対する興味・関心

や愛情を育てるようにする。（※下線は筆者）

先人の業績については，歴史上の人物が当時の世の中の課題を解決し人々の願い

を実現していったことを調べたり，調べたことをまとめたりしながら，人物の働き

を共感的に理解できるようにすること。（※下線は筆者）

１ 「野口英世が生家の柱に刻んだ言葉」を提示して、野口英世の願い

（志）を追究する学習課題を設定する。

志
を
得
ざ
れ
ば
、

再
び
此
の
地
を
踏
ま
ず

１８９６年９月、当時１９歳の野口英世が、上京す

る際に、生家の柱に刻んだ決意の言葉から、学習課題

を次のように設定します。

〈学習課題〉

野口英世は、どんな志を胸に

会津を旅立ったのだろう。



「野口英世の年表」を提示して、医学の研究に励み続けたことを読み取らせます。

年表を自作する場合には、野口英世が研究等で訪れた国名を太字にして目立つようにし

たり、授業で活用する資料（手紙等）に関する事柄を表記したりするとよいでしょう。

                      （「野口英世の年表」：筆者作成）

２ 「野口英世の年表」を提示して、医学の研究に励んだ野口英世の歩みを

とらえ、野口英世が研究等で訪れた国々を「地図」で確認する。

野口英世は､どうして

医学の研究に励み続け

たのかな・・・。



「野口英世の年表」でとらえた野口英世の歩み（研究等で訪れた国等）を「福島県地図」

及び「世界地図」で確認することにより、英世が、会津の地から広く世界各国を訪れて研

究に励んだことをとらえさせます。

野口英世が訪れた国々

１８７６年

猪苗代町に生まれる

１８９３年

会津若松市の病院に

薬学生として入門

１８９６年～１８９９年

上京し、医学開業試験を受験

北里柴三郎のいる伝染病研究所に勤務

アメリカ

メキシコ

エクアドル

ペルー

ブラジル

デンマーク

ガーナ
医学の研究のために、野口英世は、

世界の色々な国を訪れているなあ！



               【墓碑銘】

【ニューヨークにある野口英世の墓】

３ 「野口英世が恩師に宛てた手紙」を読み、英世の「志」について考える。

下の手紙は、アメリカで細菌学を学び、研究に励んでいた野口英世が、母に会う

ために一時帰国（１９１５年）した際に、恩師の小林栄氏に送ったものです。

この手紙を読み、「野口英世の志とは何か」について考えさせます。

この手紙を読むと、「日本のため、世界の

人々のために研究しよう」という野口英世の

強い思いが感じられるわ！

４ 「ニューヨークにある野口英世の墓」の墓碑銘を読み、英世の業績が

世界的に認められたことを理解する。

野口英世

1876 年 11 月 24 日  日本の猪苗代に生まれ

1928 年  5 月 21 日  アフリカのゴールドコーストに死す

ロックフェラー医学研究所正員である野口博士は

科学への献身により人類のために生き人類のために死せり

野口英世の業績は、外国の

人々も認めているんだな！



「野口英世の年表」に、日清・日露戦争や条約改正関係の出来事を表記しておくと確認

しやすくなります。

上記の下線部の「対比」について、おさえたい事柄は、次のとおりです。

５ 「野口英世の年表」で、野口英世が生きた時代が、日本が富国強兵政策

を進め、日清・日露戦争の勝利により、欧米諸国に日本の力を認めさせた

時代と同時期であることを確認する。

６ 日清・日露戦争の勝利により、欧米諸国に日本の力を認めさせた日本の

動きと、医学の研究で広く世界に認められた野口英世の働きとを対比し、

一人の日本人として、医学の発展に尽くし、日本の国際的な地位の向上に

寄与した野口英世の「志」（学習課題）に対する自分の考えをまとめる。

日本は、日清・日露戦争で多くの戦費と犠牲をはらって勝利を遂げ、

その後、国力が充実し、国際的地位が向上した。

同時期に、野口英世は、世界各地で研究に励み、一人の日本人として

多くの命を救うという志をもち、日本の国際的地位の向上に貢献した。

「野口英世の業績」の学習では、年表や地図等の資料を

活用して、時代背景を踏まえながら、野口英世が世界的に活

躍したことを空間的な広がりでとらえさせることが大切です。

特に、「我が国が目指した富国強兵による国づくり」と、

「野口英世の願いや働き」とを対比しながら追究させること

により、野口英世の業績のすばらしさや偉大さがより明確と

なり、人物の働きを共感的に理解させることができます。

一人の日本人として、世界の人々のために研究に励み、

日本の国際的地位の向上に貢献した野口英世は、とっても

格好いいな！ 福島県、そして会津の誇りです！

日本が大きな戦争をしていた頃に

野口英世は、国内や世界の各地で

研究に励んでいたんだな。


